
2009
2

人口と世帯（2月1日現在） 人口 753　男 367　女 386　世帯 338
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1月7日、新年の伝統行事「お松引き」が行われました。
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国県支出金
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その他 1,225（0％）

地方交付税
759, 927（62％）

村税 65, 36 6（5％）
地方譲与税等
19, 26 9（2％）

繰越金
89, 729（7％）

諸収入 
153,330（12％）

村債 111,000（9％）

分担金及び負担金 3,961（0％）

使用料及び手数料
3,993（0％）

諸支出金 28,669（3％） 議会費 22,670（2％）

総務費
171 ,787
（15％）

民生費
218,63 8
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23,502（2％）

商工費 34 ,968（3％）

土木費
210,51 3
（18％）

消防費
46, 54 4（4％）

教育費 79,162
（7％）

災害復旧費
23,719（2％）

公債費
220,752（19％）
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度
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算
状
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の
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一般会計歳出状況

　
平
成
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年
度
上
半
期
一
般
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計
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、
歳
入
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６
億
３
８
０
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万
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千
円
の
収
入
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額
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収
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・
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）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
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も
の
は
、
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３
９
９
０
万
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、
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の
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０
４
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２

千
円
等
で
す
。
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は
、
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）
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。

そ
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も
の
は
、
総
務
費
の

７
４
７
３
万
８
千
円
、
公
債
費

の
１
億
２
０
８
８
万
５
千
円
等

で
す
。

科　　目 予算額 支出済額 支出率

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

13

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

　　計

 23,561

 186,069

 151,865

 59, 794

 109, 703

 107, 162

 219.230

 52,108

 90, 776

 2

 230,230

 500

 2,000

1,233,000

 11,104

 74,73 8

 38,645

 9,795

 10, 020

 13,74 4

 3,625

 19,344

 37, 398

 0

 120,885

 0

 0

 339,298

 47. 1

 40. 2

 25. 4

 16. 4

 9.1

 12.8

 1.7

 37. 1

 41.2

 0.0

 52. 5

 0.0

 0.0

 27. 5

一般会計歳入状況
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 48,515
 36, 785
 9,725
 8,157
 15,184
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 1,625
 1,800
 30, 70 5
 60, 47 7
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 29. 1
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一般会計
国民健康保険事業勘定
国民健康保険直診勘定
老人保健
簡易水道
水源の里保健休養施設
下水道
有線テレビ放送施設
教育奨励資金
介護保険
温泉事業
介護サービス事業
　　　　計

会　　計　　名 歳　入　総　額 歳　出　総　額 歳入歳出差引額
 1,246,220,526
 138,636 ,117
 94,855,098
 131,56 7,251
 51,604,346
 29, 291,768
 468,104 ,768
 8,078,437
 4,639 ,122
 81,858,294
 147,738,09 6
 717, 191
 2,403,311,01 4 

 1,144,759, 994
 128,484,751
 92,098,656
 117,161 ,738
 48,237,075
 28,794,969
 450,892,190
 6,066,843
 2,100,000
 72,160, 966
 145,330,324
 613,800
 2,236,701,306 

 101,460,532
 10,151,366
 2,756,442
 14,405,513
 3,367,271
 496,799
 17,212,578
 2,011,594
 2,539,122
 9,697,328
 2,407,772
 103,391
 166,609,708

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

一般会計
　歳　入　12億4622万1千円
　歳　出　11億4476万円

特別会計歳入歳出状況

（20.9.30現在　単位：千円）

（20.9.30現在　単位：千円）

（20.9.30現在　単位：千円）

平成19年度　決算総括表 （単位：円）

平成20年度

上半期財政公表
（20年4月～9月）

歳入決算の内訳 （単位：千円）

（単位：千円）歳出決算の内訳

　丹波山村の路線バスの利用状況は、マイカーの
利用が増加するに伴い減少の一途をたどっております。
現在は、路線バス維持のために経費の赤字分を国・
県と村が運行会社である西東京バス（株）に補助金を
支払って運営している状況です。
　現在の村の財政状況は厳しく、このまま「路線バ
スの乗客の減少」が続くと、路線バスを維持する
ことが困難な状況になることも予想され、路線の減
便や廃止につながりかねません。もし一部の路線で
減便や廃止が行われると、路線バスがますます利用

しにくくなり、更なる利用者の減少という悪循環に
つながってしまい、路線バスの維持により大きな影響
を与えることになります。
　特に自動車免許のない高齢者や小中学校の児童生徒
にとって、路線バスは日常生活の外出の足として、欠
かすことができません。「私たちの足」である「路線
バス」を守るために「気軽に乗れて楽しくなる路線バ
ス」づくりを目指していきますので、みなさまのお出
かけの際には、路線バスをご利用
くださるようお願いいたします。

お問合せ先　丹波山村役場総務観光課　0428－88－0211
バスの運行に関するお問合せ先　西東京バス株式会社　氷川営業所　0428－83－2126
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国民健康保険直診勘定
老人保健
簡易水道
水源の里保健休養施設
下水道
有線テレビ放送施設
教育奨励資金
介護保険
温泉事業
介護サービス事業
　　　　計

会　　計　　名 歳　入　総　額 歳　出　総　額 歳入歳出差引額
 1,246,220,526
 138,636 ,117
 94,855,098
 131,56 7,251
 51,604,346
 29, 291,768
 468,104 ,768
 8,078,437
 4,639 ,122
 81,858,294
 147,738,09 6
 717, 191
 2,403,311,01 4 

 1,144,759, 994
 128,484,751
 92,098,656
 117,161 ,738
 48,237,075
 28,794,969
 450,892,190
 6,066,843
 2,100,000
 72,160, 966
 145,330,324
 613,800
 2,236,701,306 

 101,460,532
 10,151,366
 2,756,442
 14,405,513
 3,367,271
 496,799
 17,212,578
 2,011,594
 2,539,122
 9,697,328
 2,407,772
 103,391
 166,609,708

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

一般会計
　歳　入　12億4622万1千円
　歳　出　11億4476万円

特別会計歳入歳出状況

（20.9.30現在　単位：千円）

（20.9.30現在　単位：千円）

（20.9.30現在　単位：千円）

平成19年度　決算総括表 （単位：円）

平成20年度

上半期財政公表
（20年4月～9月）

歳入決算の内訳 （単位：千円）

（単位：千円）歳出決算の内訳

　丹波山村の路線バスの利用状況は、マイカーの
利用が増加するに伴い減少の一途をたどっております。
現在は、路線バス維持のために経費の赤字分を国・
県と村が運行会社である西東京バス（株）に補助金を
支払って運営している状況です。
　現在の村の財政状況は厳しく、このまま「路線バ
スの乗客の減少」が続くと、路線バスを維持する
ことが困難な状況になることも予想され、路線の減
便や廃止につながりかねません。もし一部の路線で
減便や廃止が行われると、路線バスがますます利用

しにくくなり、更なる利用者の減少という悪循環に
つながってしまい、路線バスの維持により大きな影響
を与えることになります。
　特に自動車免許のない高齢者や小中学校の児童生徒
にとって、路線バスは日常生活の外出の足として、欠
かすことができません。「私たちの足」である「路線
バス」を守るために「気軽に乗れて楽しくなる路線バ
ス」づくりを目指していきますので、みなさまのお出
かけの際には、路線バスをご利用
くださるようお願いいたします。

お問合せ先　丹波山村役場総務観光課　0428－88－0211
バスの運行に関するお問合せ先　西東京バス株式会社　氷川営業所　0428－83－2126
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11月20日（木）、晴れ。
　ふるさと山梨郷土学習実践発表大会が甲府市の山梨県立文
学館で行われ、丹波小学校の４～６年生が丹波山村の伝統民
俗芸能「ささら獅子舞」を披露しました。
　丹波小の児童が総合の学習の時間を通して調べた「ささら獅
子」に関する発表に続き、村文化財保存会の皆さんの指導の下、
一生懸命練習を重ねてきた「ささら獅子舞」が行われました。
　児童たちの素晴らしい獅子舞に、会場に詰め掛けた大勢の
お客さんから大きな拍手が長く続きました。 

10月12日（日）、晴れ。
　快晴の秋空の下、村民グランドで村民体育祭が開催されました。
　いろいろな競技を通じて体を動かしたり、声援を送ったり、和気あい
あいの雰囲気の中、素晴らしい１日となりました。
　この村民体育祭は、今では村民が一堂に会す数少ない機会となってい
ます。

12月14日（日）、晴れ。
　丹波山村中央公民館で約20名が参加し、絵手紙作りの体験
教室が行われました。
　この教室は甲州市の高野淳子さんを講師に迎え、11月13日
から12月14日までにわたり計5回開催されたものです。
　参加者は講師の指導を受けながら、ダイコンやネギ、カキ
などを顔彩と呼ばれる絵の具でハガキに描き、それぞれ素晴
らしい作品に仕上がりました。 

12月20日（土）、晴れ。
　丹波山村中央公民館で保育所の「クリスマス
おたのしみ会」が行われました。
　保育所の児童のみんなが大勢のお客さんの前で、
この日のために一生懸命練習してきた歌やおゆ
うぎ、劇などを元気いっぱいに発表しました。
　また、保護者の方による楽しい出し物もあり、
会場は笑いに包まれました。
　最後によいこのみんなにサンタさんから素敵
なプレゼントがありました。 

ジビエ料理試食会
11月27日（木）、くもり。
　丹波山温泉のめこい湯で、丹波山村シカ肉処理加
工施設プレ・オープニングイベントとして、鹿肉料
理の試食会が開催されました。
　このイベントは、村が４月の稼動を目指している
シカ肉処理加工施設の建設に先立ち、鹿肉料理のお
いしさを味わっていただこうと開催したものです。
　長野県茅野市でフランス料理店を開くジビエ料理
の第一人者、藤木徳彦さんが調理した、鹿肉と地元
の食材にこだわったフランス料理の試食を行いました。
　今後、地域ブランドとしての「ジビエ料理」が期
待されます。 

クリスマスお楽しみ会

１月11日（日）、晴れ。
　丹波中学校体育館において、平成21年丹波山村消防
団出初式が挙行されました。
　例年丹波中学校校庭で行われていましたが、今年は
１月９日に降った雪のため、会場を体育館に移して行
うことになりました。
　会場の都合により、訓練を重ねてきた消防操法の展
示は行えなかったものの、式典後の 放水披露には訓
練の成果が十分に発揮されていました。 

１月２日（金）、晴れ。
　成人の日に先立ち、丹波山村中央公民館にお
いて、５名の新成人が参加し、平成21年成人式
が行われました。成人者紹介では新成人代表の
代表者から、成人式を迎えての抱負が述べられ
ました。
　また、式の中では新成人の小学校入学の時の
ビデオが上映され、幼かった昔の自分や友達の
姿に笑顔がいっぱいの成人式となりました。
　新成人の皆さんが今後も元気で活躍されます
ことを期待いたします。 

丹波中３年生が条例案を提出？

10月17日（金）、晴れ。
　丹波小・中学校で全国へき地教育研究大会の研
究授業が行われました。
　この大会は、へき地教育の充実を図ることを目
的に毎年行われています。山梨県で行われるのは
約50年ぶりで、全体では57回目となります。
　それぞれの学校の特色を活かして、丹波小学校
では獅子舞の研究発表、丹波中学校では全校音楽
の発表等が行われました。

風の子スキー教室

１月８日（木）～10日（土）。
　群馬県の宝台樹スキー場で、小学４年生から
中学２年生までの20名が参加し、教育委員会主
催による「風の子スキー教室」が２泊３日の日
程で行われました。
　初日は好天に恵まれましたが、後半の２日間
はあいにくの大雪の中でのスキーとなりました。
それでも子どもたちは、丹波山村では経験した
ことのない吹雪の中、寒さに負けず元気いっぱ
いにスキーを楽しみました。 

11月13日（木）、くもり。
　丹波中学校３年生が丹波山
村役場を訪れ、社会科の授業
の一環として、自分たちで作
成した伝統文化保護条例の案
を村長に提出しました。
　この条例案は、自分たちが
住んでいる丹波山村に関心を
持ち、より良い村を目指すた
めに、住民としてどんなこと
ができるのかを考えて作った
そうです。

全国へき地教育研究大会

平成21年成人式

消防団出初式



広　報　　た　　ば　　や　　ま広　報　　た　　ば　　や　　ま （4）第 124号（5） 第 124号

ふるさと山梨郷土学習実践発表大会

絵手紙教室

村民体育祭

地
域
の
出
来
事

11月20日（木）、晴れ。
　ふるさと山梨郷土学習実践発表大会が甲府市の山梨県立文
学館で行われ、丹波小学校の４～６年生が丹波山村の伝統民
俗芸能「ささら獅子舞」を披露しました。
　丹波小の児童が総合の学習の時間を通して調べた「ささら獅
子」に関する発表に続き、村文化財保存会の皆さんの指導の下、
一生懸命練習を重ねてきた「ささら獅子舞」が行われました。
　児童たちの素晴らしい獅子舞に、会場に詰め掛けた大勢の
お客さんから大きな拍手が長く続きました。 

10月12日（日）、晴れ。
　快晴の秋空の下、村民グランドで村民体育祭が開催されました。
　いろいろな競技を通じて体を動かしたり、声援を送ったり、和気あい
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では獅子舞の研究発表、丹波中学校では全校音楽
の発表等が行われました。
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１月８日（木）～10日（土）。
　群馬県の宝台樹スキー場で、小学４年生から
中学２年生までの20名が参加し、教育委員会主
催による「風の子スキー教室」が２泊３日の日
程で行われました。
　初日は好天に恵まれましたが、後半の２日間
はあいにくの大雪の中でのスキーとなりました。
それでも子どもたちは、丹波山村では経験した
ことのない吹雪の中、寒さに負けず元気いっぱ
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サミットの森・森づくり活動

道の駅の建設が進んでいます

秋の収穫祭

11月４日（火）、11月28日（金）
　村内うずも地区の村有林で「サミットの森」整備活動
が行われました。
　この活動は、首都圏でスーパーマーケットチェーンを
展開しているサミット株式会社が環境保全と社会貢献活
動の一環として行っている森づくり活動です。
　サミット株式会社の社員55名が参加し、交流促進セン
ターでの説明の後、現地に移動し、北都留森林組合の指
導の下、枝打ちや間伐作業が行われました。
　この事業も回を追うごとに本格的な作業が行われるよ
うになり、確実に効果が上がっています。  

10月５日（日）、晴れ。
　農林産物直売所前において、恒例のまいたけ祭りが開催され
ました。
　今年は好天にも恵まれ、始まる前から大勢のお客さんが訪れ
ていました。
　会場では、訪れた人にまいたけ汁やまいたけフライが無料で
提供され、丹波山の秋の味覚を味わいました。
　原木まいたけの直売も好評で、販売開始後30分ほどで完売状
態となってしまったようです。 

11月３日（月）、くもり。
　秋の収穫期を迎え、丹波山村農林産物直売グループ主催に
よる「秋の収穫祭」が農林産物直売所前で行われました。
　会場では農林産物の直売を始め、手打ちそばやきのこ汁の
販売が行われ、秋の味覚を味わっていただきました。
　例年この時期に行われている収穫祭ですが、今年は三連休
ということもあり、大勢のお客さんでにぎわいました。 

杉並花笠祭り
12月13日（土）、晴れ。
　東京都杉並区の大宮八幡宮で開催された「杉並花笠祭
り」に参加し、生わさびやコロッケ、ますの燻製などの
村の特産品の販売を行いました。
　村では年に数回山梨県内や東京方面でのこのようなイ
ベントに参加し、村の観光宣伝や特産品の紹介を行って
います。
　今回は都内でのイベントでしたが、訪れた人の丹波山
村の知名度が予想以上に高く、特産品の売れ行きも上々
でした。 

平成21年１月７日（水）、晴れ。
　丹波山村の新年の伝統行事「お松引き」が村内各地区で
行われました。
　道中何度も休みながら、みかんをまいたり、祝い酒が振
舞われたりとゆっくりと時間をかけて道祖神の前まで引か
れました。
　また、昨年に引き続き、今年も商工会婦人部によるけん
ちん汁のサービスもあり、訪れた人たちから喜ばれていま
した。

　４月の開業を目指し、道の駅「たばやま」
の整備が順調に進んでいます。
　この施設は、現在ある農林産物直売所
を中心に、村が道の駅として整備してい
るもので、休憩所の拡充や軽食が提供で
きる食事施設の増設、トイレ数の増加な
どが行われています。
　完成すれば、県内17箇所目となる道の
駅として、知名度の上昇による集客力の
アップが期待されます。

環境美化運動

10月25日（土）、晴れ。
　村民ボランティア約150名の参加により、村内各所で
環境美化整備活動が行われました。
　この活動は自分たちの住んでいる村をきれいにしよう
と、３年前から年に数回行われている活動で、今回が本
年度３回目の作業になります。
　今回の活動では、村内の清掃と温泉駐車場下の広場の
ゆりの球根掘りが行われました。 

まいたけ祭り

お松引き

東急ホテルズ・グリーンコインの森活動
９月27日（土）、晴れ。
　村内の高尾天平付近で「東急ホテルズ・グリーンコイ
ンの森」事業が行われました。
　この事業は、株式会社東急ホテルズが社会貢献活動
の一環として、財団法人オイスカが丹波山村の森林で
行う植栽や下刈り等の森づくり活動を支援している事業
です。
　今回は東急ホテルズの社員や家族など約40名が参加し、
春に植栽した苗木の下草刈りが行われました。 
　なお、この活動は今年度を含め６年間に渡り、継続的
に行われる予定です。
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　この活動は、首都圏でスーパーマーケットチェーンを
展開しているサミット株式会社が環境保全と社会貢献活
動の一環として行っている森づくり活動です。
　サミット株式会社の社員55名が参加し、交流促進セン
ターでの説明の後、現地に移動し、北都留森林組合の指
導の下、枝打ちや間伐作業が行われました。
　この事業も回を追うごとに本格的な作業が行われるよ
うになり、確実に効果が上がっています。  

10月５日（日）、晴れ。
　農林産物直売所前において、恒例のまいたけ祭りが開催され
ました。
　今年は好天にも恵まれ、始まる前から大勢のお客さんが訪れ
ていました。
　会場では、訪れた人にまいたけ汁やまいたけフライが無料で
提供され、丹波山の秋の味覚を味わいました。
　原木まいたけの直売も好評で、販売開始後30分ほどで完売状
態となってしまったようです。 

11月３日（月）、くもり。
　秋の収穫期を迎え、丹波山村農林産物直売グループ主催に
よる「秋の収穫祭」が農林産物直売所前で行われました。
　会場では農林産物の直売を始め、手打ちそばやきのこ汁の
販売が行われ、秋の味覚を味わっていただきました。
　例年この時期に行われている収穫祭ですが、今年は三連休
ということもあり、大勢のお客さんでにぎわいました。 

杉並花笠祭り
12月13日（土）、晴れ。
　東京都杉並区の大宮八幡宮で開催された「杉並花笠祭
り」に参加し、生わさびやコロッケ、ますの燻製などの
村の特産品の販売を行いました。
　村では年に数回山梨県内や東京方面でのこのようなイ
ベントに参加し、村の観光宣伝や特産品の紹介を行って
います。
　今回は都内でのイベントでしたが、訪れた人の丹波山
村の知名度が予想以上に高く、特産品の売れ行きも上々
でした。 

平成21年１月７日（水）、晴れ。
　丹波山村の新年の伝統行事「お松引き」が村内各地区で
行われました。
　道中何度も休みながら、みかんをまいたり、祝い酒が振
舞われたりとゆっくりと時間をかけて道祖神の前まで引か
れました。
　また、昨年に引き続き、今年も商工会婦人部によるけん
ちん汁のサービスもあり、訪れた人たちから喜ばれていま
した。

　４月の開業を目指し、道の駅「たばやま」
の整備が順調に進んでいます。
　この施設は、現在ある農林産物直売所
を中心に、村が道の駅として整備してい
るもので、休憩所の拡充や軽食が提供で
きる食事施設の増設、トイレ数の増加な
どが行われています。
　完成すれば、県内17箇所目となる道の
駅として、知名度の上昇による集客力の
アップが期待されます。

環境美化運動

10月25日（土）、晴れ。
　村民ボランティア約150名の参加により、村内各所で
環境美化整備活動が行われました。
　この活動は自分たちの住んでいる村をきれいにしよう
と、３年前から年に数回行われている活動で、今回が本
年度３回目の作業になります。
　今回の活動では、村内の清掃と温泉駐車場下の広場の
ゆりの球根掘りが行われました。 

まいたけ祭り

お松引き

東急ホテルズ・グリーンコインの森活動
９月27日（土）、晴れ。
　村内の高尾天平付近で「東急ホテルズ・グリーンコイ
ンの森」事業が行われました。
　この事業は、株式会社東急ホテルズが社会貢献活動
の一環として、財団法人オイスカが丹波山村の森林で
行う植栽や下刈り等の森づくり活動を支援している事業
です。
　今回は東急ホテルズの社員や家族など約40名が参加し、
春に植栽した苗木の下草刈りが行われました。 
　なお、この活動は今年度を含め６年間に渡り、継続的
に行われる予定です。
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■
の
め
こ
い
湯
新
年
大
抽
選
会
に

　
つ
い
て

　
の
め
こ
い
湯
で
は
、
１
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
新
年
大
抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
館
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
抽
選
会
の
景
品
に
つ
い
て
は
、
直
売
所
、

温
泉
に
関
係
す
る
30
（
村
内
10
・
村
外
20
）

の
商
店
及
び
業
者
の
方
か
ら
協
力
を
い
た

だ
き
、
32
型
液
晶
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
始
め
、

延
べ
約
１
２
５
０
個
も
の
協
賛
品
の
提
供

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
本
年
も
、
の
め
こ
い
湯
で
は
、
皆
様
に

気
持
ち
よ
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ

け
る
温
泉
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
に
務
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
の
め

こ
い
湯
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

　
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
村
で
は
高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
介
護
手
当
支
給
事
業

　
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢

者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
者
に
対
し
、「
丹

波
山
村
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
手

当
支
給
事
業
実
施
要
綱
」
に
よ
り
月
額
５

千
円
を
支
給
す
る
事
業
を
平
成
20
年
12
月

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
介
護

を
す
る
家
族
の
精
神
的
及
び
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
要
介
護
認

定
に
お
い
て
要
介
護
３
・
要
介
護
４
・
要

介
護
５
の
認
定
を
受
け
下
記
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者

(1)
常
時
寝
た
き
り
状
態
で
障
害
老
人
の
日

　
常
生
活
自
立
度
に
お
い
て
Ｂ
・
Ｃ
に
該

　
当
す
る
者

(2)
認
知
症
で
あ
る
状
態
で
老
人
の
日
常
生

　
活
自
立
度
が
Ⅱ
以
上
に
該
当
す
る
者

【
支
給
額
】
支
給
年
２
回
（
月
額
５
千
円
）

※
介
護
日
数
が
月
毎
に
15
日
以
上
で
あ
る

　
場
合
な
ど
支
給
の
制
限
が
決
め
ら
れ
て

　
い
ま
す
。

【
申
込
先
】
住
民
生
活
課

○
高
齢
者
等
見
守
り
事
業

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民

団
体
等
の
参
加
と
協
力
の
も
と
に
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
見
守
り
、
安
否

確
認
等
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
孤
独
感

の
解
消
及
び
自
立
生
活
の
助
長
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
「
丹
波
山
村
高
齢
者
等
見

守
り
事
業
実
施
要
綱
」
に
よ
り
丹
波
山
村

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
を
中
心
と
し

て
平
成
20
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

【
対
象
者
】
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

　
　
　
　
　
の
高
齢
者
等

【
連
絡
先
】
住
民
生
活
課

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
各
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

○
高
齢
者
等
食
生
活
改
善
事
業

　
高
齢
者
及
び
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
に

対
し
、
食
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
調
理

指
導
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
食
生
活
の
改

善
や
健
康
増
進
を
図
り
、
在
宅
で
の
自
立

を
促
し
、
介
護
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
丹
波
山
村
高
齢
者
等
食
生
活
改
善
実

施
要
綱
」
に
よ
り
丹
波
山
村
食
生
活
改
善

推
進
員
会
の
協
力
に
よ
り
平
成
20
年
10
月

か
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者

【
内
　
容
】
各
地
域
で
「
健
康
第
一
ふ
れ

　
あ
い
昼
食
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
生
活
課

○
紙
お
む
つ
支
給
事
業

　
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢

者
に
対
し
、
「
丹
波
山
村
介
護
用
品
支
給

事
業
実
施
要
綱
」
に
よ
り
紙
お
む
つ
支
給

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
療
養
生
活
の
快
適
化
と
介
護
を
す
る
家

族
の
身
体
的･

精
神
的
負
担
の
軽
減
と
高
齢

者
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で

　
要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
介
護
４
・
要

　
介
護
５
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
も
し

　
く
は
２
級
所
持
者
等

【
支
給
内
容
】
紙
お
む
つ
又
は
尿
と
り
　

　
パ
ッ
ト
で
１
日
あ
た
り
２
枚

【
申
込
先
】
住
民
生
活
課

■
戦
後
引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別

　
記
念
事
業
（
特
別
慰
労
品
の
贈
呈
）

　
平
成
21
年
３
月
31
日
で
「
特
別
慰
労
品
」

贈
呈
の
受
付
が
終
了
し
ま
す
。

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
い
ま
だ

請
求
さ
れ
て
い
な
い
引
揚
者
、
恩
給
欠
格

者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
の
「
ご
本
人
」
に
、

「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
（
ご

遺
族
の
方
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）。

　「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後

引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　
請
求
書
等
は
、
住
民
生
活
課
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
請
求
期
限
は
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。
未
請
求
の
方
は
、
早
急

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
資
格
要
件
等
の
質
問
は
、
次
の
独
立
行

政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
ま
で

（
請
求
に
関
す
る
「
お
問
合
せ
」
や
「
ご

　
相
談
」
は
無
料
で
す
。）

無
料
電
話
０
１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３

（
月
〜
金
曜
日
、
９
時
15
分
〜
17
時
15
分
、

　
土
日
祝
日
休
）

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
対
象

　
出
産
育
児
一
時
金
一
部
変
更
に

　
つ
い
て

　
出
産
育
児
一
時
金
は
35
万
円
で
し
た
が
、

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
産
科
医
療
補
償

制
度
に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関
で
出
産

し
た
場
合
は
、
35
万
円
＋
３
万
円
の
合
計

38
万
円
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
加
入
し
て
い
な
い
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
35
万
円
で
す
。

　
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
、
分
娩
に
関

連
し
て
発
症
し
た
重
度
脳
性
麻
痺
児
に
対

す
る
補
償
機
能
と
脳
性
麻
痺
の
原
因
分
析
・

再
発
防
止
の
機
能
と
を
併
せ
持
つ
補
償
制

度
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
生
活
課

■
第
８
回
裁
判
員
模
擬
裁
判
傍
聴

　
の
お
知
ら
せ

　
裁
判
員
制
度
の
実
施
を
目
前
に
控
え
、

甲
府
地
方
裁
判
所
で
は
次
の
と
お
り
裁
判

員
模
擬
裁
判
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
21
年
３
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
平
成
21
年
３
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
場
所
】
甲
府
地
方
裁
判
所
　
201
号
法
廷

【
募
集
人
員
】
20
名
程
度

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
参
加
費
無
料
）

【
申
込
先
】
甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
　
　
　
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
１

　
　
　
　
内
線
６
５
２
２

■
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
、

無
料
の
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
。
相
談
員
が
電
話
や
来
庁
さ
れ

た
人
か
ら
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て

法
律
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
時
間
】

　
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　
　
午
後
８
時
30
分
〜
12
時
15
分

　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

【
問
合
せ
先
】

　
　
関
東
財
務
局
　
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
　
電
話
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１

確定申告のお知らせ
申告書はご自分で書いて提出はお早めに

◎国税庁ホームページでは、確定申告に必要な各種情報等を提供しています。
・確定申告書等作成コーナー
　画面の案内に従って金額等を入力することにより、確定申告書を作成することができ、プリンタを使っ
て印刷したものをそのまま税務署に提出できます（白黒印刷、郵送可）。
　また、上記作成した申告データに電子証明書を添付して送信（e-Tax）することもできます。（ただし、
贈与税申告書のe-Taxはできません）
・申告書、各種計算書、明細書及び説明書等がダウンロードできます。

国税庁ホームページのアドレスは　 http://www.nta.go.jp
e-Taxホームページのアドレスは    http://www.e-tax.nta.go.jp

お分かりにならない点や詳細については、税務署にお問い合わせください。
○大月税務署　電話：0554－22－3151
（上記に電話していただくと「電話センター」につながります。その後は自動音声に従ってください。）

☆平成20年度の最低賃金が決まりました☆
●地域別最低賃金
山梨県最低賃金　　　　　　　１時間　６７６円

※平成20年10月25日から適用になっています。

●特定（産業別）最低賃金
電子部品・デバイス電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

※平成20年12月26日から適用になっています。

１時間　７７９円

自動車・同付属品製造業　　　１時間　７８８円
※平成20年12月25日から適用になっています。

　不要となった家電製品を資源として再利用する
家電リサイクルの対象機器は、これまで、エアコン、
ブラウン管式テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機で
したが、平成21年4月1日から、液晶式テレビ・
プラズマ式テレビと衣類乾燥機が新たに追加され
ます。これらの家電製品を廃棄する場合には、リ
サイクル料金、収集・運搬料金のご負担をお願い
します。

●家電製品を廃棄する際のリサイクル手続きは、次の小
　売店に依頼することができます。
・廃棄される対象商品を購入した小売店
・買い替えの場合は新たな商品を購入する小売店
●買い替えではなく、購入した小売店が遠隔地であった
　り、廃業の場合などには、次へ問い合わせてください。
・最寄りの家電小売店
・役場住民生活課

お
知
ら
せ
　Inform

ation

平成 2 0年分の
申告書の提出及び
納 税 の 期 限 は

所　　　得　　　税

贈　　　与　　　税

個 人 事 業 者 の
消費税及び地方消費税

3月16日(月)

3月16日(月)

3月31日(火)

までです。

平成21年4月1日から家電リサイクルの対象機器が追加されます。

【お問い合わせ】山梨県労働局賃金室０５５－２２５－２８５４

【問い合わせ先】 家電リサイクル券センター　0120－31－9640　URL http://www.rkc.aeha.or.jp/
役場住民生活課　　　　　　0428－88－0211

山梨県の最低賃金
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■
の
め
こ
い
湯
新
年
大
抽
選
会
に

　
つ
い
て

　
の
め
こ
い
湯
で
は
、
１
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
新
年
大
抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
館
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
抽
選
会
の
景
品
に
つ
い
て
は
、
直
売
所
、

温
泉
に
関
係
す
る
30
（
村
内
10
・
村
外
20
）

の
商
店
及
び
業
者
の
方
か
ら
協
力
を
い
た

だ
き
、
32
型
液
晶
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
始
め
、

延
べ
約
１
２
５
０
個
も
の
協
賛
品
の
提
供

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
本
年
も
、
の
め
こ
い
湯
で
は
、
皆
様
に

気
持
ち
よ
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ

け
る
温
泉
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
に
務
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
の
め

こ
い
湯
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

　
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
村
で
は
高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
介
護
手
当
支
給
事
業

　
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢

者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
者
に
対
し
、「
丹

波
山
村
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
手

当
支
給
事
業
実
施
要
綱
」
に
よ
り
月
額
５

千
円
を
支
給
す
る
事
業
を
平
成
20
年
12
月

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
介
護

を
す
る
家
族
の
精
神
的
及
び
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
要
介
護
認

定
に
お
い
て
要
介
護
３
・
要
介
護
４
・
要

介
護
５
の
認
定
を
受
け
下
記
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者

(1)
常
時
寝
た
き
り
状
態
で
障
害
老
人
の
日

　
常
生
活
自
立
度
に
お
い
て
Ｂ
・
Ｃ
に
該

　
当
す
る
者

(2)
認
知
症
で
あ
る
状
態
で
老
人
の
日
常
生

　
活
自
立
度
が
Ⅱ
以
上
に
該
当
す
る
者

【
支
給
額
】
支
給
年
２
回
（
月
額
５
千
円
）

※
介
護
日
数
が
月
毎
に
15
日
以
上
で
あ
る

　
場
合
な
ど
支
給
の
制
限
が
決
め
ら
れ
て

　
い
ま
す
。

【
申
込
先
】
住
民
生
活
課

○
高
齢
者
等
見
守
り
事
業

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民

団
体
等
の
参
加
と
協
力
の
も
と
に
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
見
守
り
、
安
否

確
認
等
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
孤
独
感

の
解
消
及
び
自
立
生
活
の
助
長
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
「
丹
波
山
村
高
齢
者
等
見

守
り
事
業
実
施
要
綱
」
に
よ
り
丹
波
山
村

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
を
中
心
と
し

て
平
成
20
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

【
対
象
者
】
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

　
　
　
　
　
の
高
齢
者
等

【
連
絡
先
】
住
民
生
活
課

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
各
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

○
高
齢
者
等
食
生
活
改
善
事
業

　
高
齢
者
及
び
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
に

対
し
、
食
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
調
理

指
導
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
食
生
活
の
改

善
や
健
康
増
進
を
図
り
、
在
宅
で
の
自
立

を
促
し
、
介
護
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
丹
波
山
村
高
齢
者
等
食
生
活
改
善
実

施
要
綱
」
に
よ
り
丹
波
山
村
食
生
活
改
善

推
進
員
会
の
協
力
に
よ
り
平
成
20
年
10
月

か
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者

【
内
　
容
】
各
地
域
で
「
健
康
第
一
ふ
れ

　
あ
い
昼
食
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
生
活
課

○
紙
お
む
つ
支
給
事
業

　
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢

者
に
対
し
、
「
丹
波
山
村
介
護
用
品
支
給

事
業
実
施
要
綱
」
に
よ
り
紙
お
む
つ
支
給

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
療
養
生
活
の
快
適
化
と
介
護
を
す
る
家

族
の
身
体
的･

精
神
的
負
担
の
軽
減
と
高
齢

者
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で

　
要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
介
護
４
・
要

　
介
護
５
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
も
し

　
く
は
２
級
所
持
者
等

【
支
給
内
容
】
紙
お
む
つ
又
は
尿
と
り
　

　
パ
ッ
ト
で
１
日
あ
た
り
２
枚

【
申
込
先
】
住
民
生
活
課

■
戦
後
引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別

　
記
念
事
業
（
特
別
慰
労
品
の
贈
呈
）

　
平
成
21
年
３
月
31
日
で
「
特
別
慰
労
品
」

贈
呈
の
受
付
が
終
了
し
ま
す
。

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
い
ま
だ

請
求
さ
れ
て
い
な
い
引
揚
者
、
恩
給
欠
格

者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
の
「
ご
本
人
」
に
、

「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
（
ご

遺
族
の
方
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）。

　「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後

引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　
請
求
書
等
は
、
住
民
生
活
課
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
請
求
期
限
は
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。
未
請
求
の
方
は
、
早
急

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
資
格
要
件
等
の
質
問
は
、
次
の
独
立
行

政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
ま
で

（
請
求
に
関
す
る
「
お
問
合
せ
」
や
「
ご

　
相
談
」
は
無
料
で
す
。）

無
料
電
話
０
１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３

（
月
〜
金
曜
日
、
９
時
15
分
〜
17
時
15
分
、

　
土
日
祝
日
休
）

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
対
象

　
出
産
育
児
一
時
金
一
部
変
更
に

　
つ
い
て

　
出
産
育
児
一
時
金
は
35
万
円
で
し
た
が
、

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
産
科
医
療
補
償

制
度
に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関
で
出
産

し
た
場
合
は
、
35
万
円
＋
３
万
円
の
合
計

38
万
円
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
加
入
し
て
い
な
い
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
35
万
円
で
す
。

　
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
、
分
娩
に
関

連
し
て
発
症
し
た
重
度
脳
性
麻
痺
児
に
対

す
る
補
償
機
能
と
脳
性
麻
痺
の
原
因
分
析
・

再
発
防
止
の
機
能
と
を
併
せ
持
つ
補
償
制

度
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
生
活
課

■
第
８
回
裁
判
員
模
擬
裁
判
傍
聴

　
の
お
知
ら
せ

　
裁
判
員
制
度
の
実
施
を
目
前
に
控
え
、

甲
府
地
方
裁
判
所
で
は
次
の
と
お
り
裁
判

員
模
擬
裁
判
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
21
年
３
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
平
成
21
年
３
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
場
所
】
甲
府
地
方
裁
判
所
　
201
号
法
廷

【
募
集
人
員
】
20
名
程
度

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
参
加
費
無
料
）

【
申
込
先
】
甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
　
　
　
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
１

　
　
　
　
内
線
６
５
２
２

■
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
、

無
料
の
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
。
相
談
員
が
電
話
や
来
庁
さ
れ

た
人
か
ら
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て

法
律
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
時
間
】

　
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　
　
午
後
８
時
30
分
〜
12
時
15
分

　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

【
問
合
せ
先
】

　
　
関
東
財
務
局
　
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
　
電
話
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１

確定申告のお知らせ
申告書はご自分で書いて提出はお早めに

◎国税庁ホームページでは、確定申告に必要な各種情報等を提供しています。
・確定申告書等作成コーナー
　画面の案内に従って金額等を入力することにより、確定申告書を作成することができ、プリンタを使っ
て印刷したものをそのまま税務署に提出できます（白黒印刷、郵送可）。
　また、上記作成した申告データに電子証明書を添付して送信（e-Tax）することもできます。（ただし、
贈与税申告書のe-Taxはできません）
・申告書、各種計算書、明細書及び説明書等がダウンロードできます。

国税庁ホームページのアドレスは　 http://www.nta.go.jp
e-Taxホームページのアドレスは    http://www.e-tax.nta.go.jp

お分かりにならない点や詳細については、税務署にお問い合わせください。
○大月税務署　電話：0554－22－3151
（上記に電話していただくと「電話センター」につながります。その後は自動音声に従ってください。）

☆平成20年度の最低賃金が決まりました☆
●地域別最低賃金
山梨県最低賃金　　　　　　　１時間　６７６円

※平成20年10月25日から適用になっています。

●特定（産業別）最低賃金
電子部品・デバイス電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

※平成20年12月26日から適用になっています。

１時間　７７９円

自動車・同付属品製造業　　　１時間　７８８円
※平成20年12月25日から適用になっています。

　不要となった家電製品を資源として再利用する
家電リサイクルの対象機器は、これまで、エアコン、
ブラウン管式テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機で
したが、平成21年4月1日から、液晶式テレビ・
プラズマ式テレビと衣類乾燥機が新たに追加され
ます。これらの家電製品を廃棄する場合には、リ
サイクル料金、収集・運搬料金のご負担をお願い
します。

●家電製品を廃棄する際のリサイクル手続きは、次の小
　売店に依頼することができます。
・廃棄される対象商品を購入した小売店
・買い替えの場合は新たな商品を購入する小売店
●買い替えではなく、購入した小売店が遠隔地であった
　り、廃業の場合などには、次へ問い合わせてください。
・最寄りの家電小売店
・役場住民生活課

お
知
ら
せ
　Inform

ation

平成 2 0年分の
申告書の提出及び
納 税 の 期 限 は

所　　　得　　　税

贈　　　与　　　税

個 人 事 業 者 の
消費税及び地方消費税

3月16日(月)

3月16日(月)

3月31日(火)

までです。

平成21年4月1日から家電リサイクルの対象機器が追加されます。

【お問い合わせ】山梨県労働局賃金室０５５－２２５－２８５４

【問い合わせ先】 家電リサイクル券センター　0120－31－9640　URL http://www.rkc.aeha.or.jp/
役場住民生活課　　　　　　0428－88－0211

山梨県の最低賃金
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■
大
月
公
証
役
場
移
転
に
つ
い
て

　
大
月
公
証
役
場
は
平
成
20
年
12
月
15
日
、

次
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
新
住
所
】

　
　
大
月
市
駒
橋
一
丁
目
２
番
27
号

　
　
大
月
織
物
協
同
組
合
二
階

【
問
合
せ
先
】
大
月
公
証
役
場

　
　
電
話
０
５
５
４
‐
２
３
‐
１
４
５
２

■
県
立
中
央
高
校
通
信
制

　
生
徒
募
集
案
内

　
自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校
を

卒
業
で
き
る
の
が
、
通
信
制
高
校
で
す
。

勉
強
す
る
内
容
は
全
日
制
・
定
時
制
と
同

じ
で
す
。
卒
業
を
目
的
に
入
学
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
の
科
目
だ
け

勉
強
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
普
通
課
　
100
名

【
募
集
期
間
】
平
成
21
年
３
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
問
合
せ
先
】

　
　
山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
　
通
信
制

　
　
甲
府
市
飯
田
５
‐
６
‐
23

　
　
電
話
０
５
５
‐
２
２
６
‐
４
４
１
１

■
春
休
み
子
供
の
「
き
こ
え
」
と

　
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
来
校
さ
れ
る
の
が

難
し
い
方
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談

も
受
け
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
21
年
３
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
場
所
】
山
梨
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　
　
山
梨
市
大
野
１
０
０
９

【
対
象
児
】
０
歳
児
よ
り

【
相
談
内
容
】

１
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

　
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

２
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

　
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
の
ア

　
ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）

３
聴
力
測
定

４
補
聴
器
相
談

【
申
込
方
法
】
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
　
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
　
山
梨
県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ

　
　
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
電
話
０
５
５
３
‐
２
２
‐
１
３
７
８

■
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11

人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故
や
詐
欺
、

脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
）

に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に
不
満
を
も
つ
被

害
者
な
ど
か
ら
申
立
が
あ
っ
た
場
合
に
、

そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

か
を
審
査
し
ま
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た
い

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
電
話
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
１

紙の種類

コピー用紙・カラーのコピー用紙・色のついた紙

書類のファイル・カレンダー（金物等がついたまま）

伝票（レシート）・カーボン紙

はがき・封筒（窓付き・茶封筒も可）・名刺

パンフレット・カタログ・感熱紙・ラミネート紙

シュレッダー屑（透明・半透明のビニール袋に入れれば可）

紙シール・シール裏紙・包装紙

お菓子の箱（大きい箱はミックス紙を入れて出してください）

タバコの箱（中の銀紙も可）

紙コップ・紙パック

写真

トイレットペーパー芯・ティッシュペーパーの箱

油の付いたもの・発泡スチロールの付いたもの

ミックス紙 可燃ごみ

ミックス紙の分別収集にご協力いただきありがとうございます。
10月から始まったミックス紙の回収は、４カ月間ですでに1,290キログラムになりました。
４月からは月に２回（雑誌の日と新聞紙の日）の収集となります。

ミックス紙（リサイクルできるもの）ってどんな紙

※ファイル等に挟んである紙は、ファイルから取り出す必要はありません。
　そのままお出しください。
　また、ホッチキス・ガムテープ・磁気テープなど異物が付着している紙でもリサイクルは可能で
　すので、ミックス紙としてお出しください。
※新聞に挟まれているチラシ類は、新聞紙と一緒に新聞紙の回収にお出しください。
※汚れた紙（紙おむつ・生理用品・ティッシュペーパー・油とり紙等）は可燃ごみとして出してく
　ださい。
※ミックス紙としてリサイクルした場合、可燃ごみとして焼却処分するより、処分費が１トン当た
　り４万円程度軽減されます。

ミックス紙は、ティッシュペーパーやトイレットペーパーなどの紙製品にリサイクルされ
ています。みんなの力でごみを減らし、資源の有効利用に努めましょう。
ご協力をよろしくお願いいたします。

ごみの収集に関するお問い合わせは、
役場住民生活課　電話0428－88－0211　までお願いします。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

印画紙

○

ポラロイド

　　○

平成21年度自衛官募集案内

地
対
空
誘
導
弾

「
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
」

護
衛
艦
「
し
ら
ね
」

◎問い合わせ先：自衛隊山梨地方協力本部
　　　　　　　　大月地域事務所
　　　　　　　　大月市御太刀2－8－10
　　　　　　　　（大月合同庁舎2階）
　　　　　　　　電話：0554－22－1298
自衛隊山梨地方協力本部ホームページ
http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

募集種目 資　 格 願書受付期間 試験日程 その他

【入隊】
22年
　3月下旬～
　4月上旬幹部候補生

予備自衛官補

一
般
・
技
術

☆20歳以上26歳未満〔22歳未
　満の者は大卒者（見込み含む）〕
☆大学院修士課程修了者（見込
　み）は28歳未満

専門の大学卒(見込み)で20歳以
上30歳未満

4月1日(水)～

5月12日(火)

第1回
　1月5日(月)～
　4月13日(月)
第2回
　7月21日(火)～
　10月9日(金)

1次：5月16日(土)
　　　　　17日(日)
2次：6月16日(火)
　　　　～18日(木)
3次：7月15日(水)
　　　　～22日(水)

第1回
　4月18日(土)～
　4月20日(月)
第2回
　10月17日(土)～
　10月19日(月)
※いずれか1日を指定

【合格発表】
第1回
　5月22日(金)
第2回
　11月20日(金)

18歳以上34歳未満

18歳以上で
保有する技能に応じて
53歳から55歳未満

一
般

技
能

歯
科

薬
剤
科

専門の大学卒(見込み)で20歳以
上26歳未満(専門の大学院修士
課程修了者(見込み)は28歳未満)



広　報　　た　　ば　　や　　ま広　報　　た　　ば　　や　　ま （10）第 124号（11） 第 124号

■
大
月
公
証
役
場
移
転
に
つ
い
て

　
大
月
公
証
役
場
は
平
成
20
年
12
月
15
日
、

次
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
新
住
所
】

　
　
大
月
市
駒
橋
一
丁
目
２
番
27
号

　
　
大
月
織
物
協
同
組
合
二
階

【
問
合
せ
先
】
大
月
公
証
役
場

　
　
電
話
０
５
５
４
‐
２
３
‐
１
４
５
２

■
県
立
中
央
高
校
通
信
制

　
生
徒
募
集
案
内

　
自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校
を

卒
業
で
き
る
の
が
、
通
信
制
高
校
で
す
。

勉
強
す
る
内
容
は
全
日
制
・
定
時
制
と
同

じ
で
す
。
卒
業
を
目
的
に
入
学
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
の
科
目
だ
け

勉
強
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
普
通
課
　
100
名

【
募
集
期
間
】
平
成
21
年
３
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
問
合
せ
先
】

　
　
山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
　
通
信
制

　
　
甲
府
市
飯
田
５
‐
６
‐
23

　
　
電
話
０
５
５
‐
２
２
６
‐
４
４
１
１

■
春
休
み
子
供
の
「
き
こ
え
」
と

　
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
来
校
さ
れ
る
の
が

難
し
い
方
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談

も
受
け
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
21
年
３
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
場
所
】
山
梨
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　
　
山
梨
市
大
野
１
０
０
９

【
対
象
児
】
０
歳
児
よ
り

【
相
談
内
容
】

１
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

　
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

２
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

　
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
の
ア

　
ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）

３
聴
力
測
定

４
補
聴
器
相
談

【
申
込
方
法
】
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
　
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
　
山
梨
県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ

　
　
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
電
話
０
５
５
３
‐
２
２
‐
１
３
７
８

■
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11

人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故
や
詐
欺
、

脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
）

に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に
不
満
を
も
つ
被

害
者
な
ど
か
ら
申
立
が
あ
っ
た
場
合
に
、

そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

か
を
審
査
し
ま
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た
い

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
電
話
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
１

紙の種類

コピー用紙・カラーのコピー用紙・色のついた紙

書類のファイル・カレンダー（金物等がついたまま）

伝票（レシート）・カーボン紙

はがき・封筒（窓付き・茶封筒も可）・名刺

パンフレット・カタログ・感熱紙・ラミネート紙

シュレッダー屑（透明・半透明のビニール袋に入れれば可）

紙シール・シール裏紙・包装紙

お菓子の箱（大きい箱はミックス紙を入れて出してください）

タバコの箱（中の銀紙も可）

紙コップ・紙パック

写真

トイレットペーパー芯・ティッシュペーパーの箱

油の付いたもの・発泡スチロールの付いたもの

ミックス紙 可燃ごみ

ミックス紙の分別収集にご協力いただきありがとうございます。
10月から始まったミックス紙の回収は、４カ月間ですでに1,290キログラムになりました。
４月からは月に２回（雑誌の日と新聞紙の日）の収集となります。

ミックス紙（リサイクルできるもの）ってどんな紙

※ファイル等に挟んである紙は、ファイルから取り出す必要はありません。
　そのままお出しください。
　また、ホッチキス・ガムテープ・磁気テープなど異物が付着している紙でもリサイクルは可能で
　すので、ミックス紙としてお出しください。
※新聞に挟まれているチラシ類は、新聞紙と一緒に新聞紙の回収にお出しください。
※汚れた紙（紙おむつ・生理用品・ティッシュペーパー・油とり紙等）は可燃ごみとして出してく
　ださい。
※ミックス紙としてリサイクルした場合、可燃ごみとして焼却処分するより、処分費が１トン当た
　り４万円程度軽減されます。

ミックス紙は、ティッシュペーパーやトイレットペーパーなどの紙製品にリサイクルされ
ています。みんなの力でごみを減らし、資源の有効利用に努めましょう。
ご協力をよろしくお願いいたします。

ごみの収集に関するお問い合わせは、
役場住民生活課　電話0428－88－0211　までお願いします。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

印画紙

○

ポラロイド

　　○

平成21年度自衛官募集案内

地
対
空
誘
導
弾

「
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
」

護
衛
艦
「
し
ら
ね
」

◎問い合わせ先：自衛隊山梨地方協力本部
　　　　　　　　大月地域事務所
　　　　　　　　大月市御太刀2－8－10
　　　　　　　　（大月合同庁舎2階）
　　　　　　　　電話：0554－22－1298
自衛隊山梨地方協力本部ホームページ
http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

募集種目 資　 格 願書受付期間 試験日程 その他

【入隊】
22年
　3月下旬～
　4月上旬幹部候補生

予備自衛官補

一
般
・
技
術

☆20歳以上26歳未満〔22歳未
　満の者は大卒者（見込み含む）〕
☆大学院修士課程修了者（見込
　み）は28歳未満

専門の大学卒(見込み)で20歳以
上30歳未満

4月1日(水)～

5月12日(火)

第1回
　1月5日(月)～
　4月13日(月)
第2回
　7月21日(火)～
　10月9日(金)

1次：5月16日(土)
　　　　　17日(日)
2次：6月16日(火)
　　　　～18日(木)
3次：7月15日(水)
　　　　～22日(水)

第1回
　4月18日(土)～
　4月20日(月)
第2回
　10月17日(土)～
　10月19日(月)
※いずれか1日を指定

【合格発表】
第1回
　5月22日(金)
第2回
　11月20日(金)

18歳以上34歳未満

18歳以上で
保有する技能に応じて
53歳から55歳未満

一
般

技
能

歯
科

薬
剤
科

専門の大学卒(見込み)で20歳以
上26歳未満(専門の大学院修士
課程修了者(見込み)は28歳未満)



広　報　　た　　ば　　や　　ま （12）第 124号

■燃えるごみは、月・水・金曜日

■燃えないごみは、火曜日
　（カン・乾電池類とビン・陶器類を交互に収集）

■資源ごみは、木曜日
　（ペットボトルと白トレイ、雑誌とミックス紙、

   段ボ－ル、新聞とミックス紙をそれぞれ1日ごと）

■粗大ごみは毎月１回、土曜日
　（自転車、ストーブ、ビデオテープ、CD、DVD、

　 金属の破片類等）
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平成21年度　上半期

燃

燃

燃

ビン

ビン

カン

カン

ごみ収集予定表

※予定につき変更または中止になる場合があります。
　テレビの9チャンネルで確認してください。

編集と発行　丹波山村教育委員会■山梨県北都留郡丹波山村890　TEL■0428-88-0211　FAX■0428-88-0207
　　　　　　E-mail■info@vill.tabayama.yamanashi.jp　URL■http://www.vill.tabayama.yamanashi.jp/

燃

４月から「ミックス紙」は、月に２回収集します。
雑誌と同じ日に加え、新聞と同じ日にも収集し
ますので、ご協力をお願いいたします。
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